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今年度のキーワード ～ 子供たちの笑顔があふれる学校 ～ 

“別れ、旅立ち” “風の人、土の人” 
                           校長 内 海  洋 

 

 大麻西小学校の令和４年度が幕を閉じようとしています。コロナ感染症の影響により、今年度も難しい１年

間となりましたが、皆様のお力添えにより、子どもたちが無事に過ごせたことにほっとしています。 
この１年間の皆様のご理解・ご協力・ご支援に心からお礼申し上げます。 

～３月は 別れの時 そして 旅立ちの季節～ 

３月１８日（土）に、第５２回卒業証書授与式を挙行いたしました。４１名の児童は、堂々と胸を張り、未

来につながる扉を開け、小学校を巣立っていきました。会場の全員が卒業生の旅立ちを心から祝い、素晴らし

い卒業式であったと感じています。ご参加いただきましたご家族の皆様、誠にありがとうございました。 

卒業生４１名は、本当に賢い子どもたちでした。自分に何が足りないのか、どうしたら向上するのかを分か

っていたように思います。それは、日々の活動や行事への取組から、十分に伝わってきました。素直で優しい

子どもたちは、これからも色々な人達に可愛がられながら、すくすくとまっすぐに伸びていくことでしょう。

４１名の未来が明るく輝くものであることを祈っています。 

また、在校生にとっては、次の学年に向かう旅立ちの季節でもあります。４月からの新たな目標に向かい、

エネルギーを溜める時です。１３日間の休みを上手に活用し、４月７日に気持ちよくスタートが切れるように、

心と体の準備をしてほしいと思います。 

～３月は 私たち教職員にとって 寂しい思いをする季節～ 

私たち教職員は、一定の期間が経つと異動が発令され、転勤することとなります。そのことを、ある先輩の

先生は、「我々は、風の人。種を運び、肥料を運び、雲を運ぶ人。地域の人は、土の人。種を育て、根を守り、

肥沃な土となり、作物を実らせる」と説明してくれました。 

この大麻西小学校の地域は、素晴らしく肥沃な土地であり、子どもたちがすくすくと才能を開花させること

のできる場所だと感じます。心温かく、学校に協力的な保護者の方々。お子さんがすでに卒業していても学校

を支援してくださる方々。子どもたちを見守り続けてくださる方々…。すばらしい“土の人”が地域を、そし

て、学校をしっかりと守ってくれています。 

そんな素晴らしい土地から去る“風の人”は、寂しいし、名残り惜しいと感じるのです。これからも西小に

は、たくさんの風が吹き続けることでしょう。風は、土があってこそ生きるものです。これからも、“土の人”

に風を受け止めていただきながら、子どもたちの成長に力を尽くしていく学校でありたいと思います。 
 
「にげずにやりぬく子」の育成を重点とした今年度… そして、“目標や夢を諦めない心”の成長について

振り返ったとき、最後までねばり強く戦った侍ジャパンの活躍と重なり、子どもたちの明るい未来を想像し、

心から願う年度末となりました。 
 
この１年間、ご理解・ご支援いただいた保護者の皆様、地域の皆様に心より感謝申し上げるとともに、これ

まで同様、大麻西小学校に対し、変わらぬご理解・ご支援・ご協力をお願いし、今年度、最後のご挨拶とさせ

ていただきます。 

 

  

 

  

 

 

◇次年度は、今のところ新 1 年生は 1 学級

の予定ですが、転入等により２学級になり

ましたら、会議室が１年教室になります。 
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